
千葉県立美術館報

VOし.8 NO.2

(通巻 31号)

昭和56年7月20日発行

鰯集・発行人 宣橋 在久

〒 260

千葉市中央港1丁目10番l号

禽0472-42-8 3 1 1 (代表)

●

観る②≪る

中西利雄「曇り日の離宮と駅」

報
潮
台

昨
年
度
、
市
内
の
S
小
学
校
に

「
小
学
校
に
お
け
る
美
術
館
を
利

用
し
て
の
鑑
賞
指
導
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究

を
お
顧
い
し
た
。

報
告
譜
に
よ
る
と
六
年
生
一
五

〇
名
が
本
館
の
収
蔵
作
品
展
を
鑑

賞
し
た
と
き
、
最
後
に
自
分
が
一

番
気
に
入
っ
た
作
品
の
前
に
立
た

せ
た
と
こ
ろ
、
教
師
側
が
予
想
し

て
い
た
写
実
的
で
理
解
し
や
す
い

作
品
に
は
人
気
が
な
く
、
意
外
に

も
抽
象
的
で
感
覚
的
な
独
自
性
の

強
い
作
品
に
集
ま
っ
た
と
い
う
。

た
と
え
ば
「
I
N
S
E
C
T
」

(
該
岬
)
と
題
す
る
作
品
に
つ
い

て
「
色
が
あ
ざ
や
か
で
き
れ
い
」

「
表
現
方
法
が
独
創
的
で
あ
る
」

「
カ
マ
キ
リ
が
何
か
を
う
か
が
っ

て
い
る
感
じ
」
な
ど
現
代
っ
子
の
英

的
感
悦
の
一
端
が
の
ぞ
か
れ
る
。

ま
た
、
美
術
館
の
利
用
に
つ
い

て
は
高
学
年
に
な
る
と
自
分
の
作

品
に
つ
い
て
反
省
す
る
態
度
が
育

っ
て
く
る
の
で
こ
れ
に
合
わ
せ
て

原
画
を
見
せ
る
こ
と
は
、
か
く
れ

て
い
る
創
造
力
を
触
発
し
、
美
意

識
を
か
き
た
て
る
の
に
役
立
つ
こ

と
に
な
ろ
う
と
措
ん
で
い
る
。
ゆ

と
り
の
あ
る
教
育
の
一
例
で
あ
る

(
安
増

順
)



みる・かたる・つくる-

《
特
別
展
)

肉
筆
浮
世
絵
展

山

日
本
の
絵
画
は
江
戸
時
代
に
な

っ
て
一
段
と
多
彩
を
極
め
、
多
く

の
画
系
を
形
成
し
ま
し
た
が
、
そ

の
諸
派
の
な
か
に
あ
っ
て
、
庶
民

の
町
絵
師
が
、
庶
民
の
た
め
に
、

庶
民
の
生
活
を
描
い
た
の
か
浮
世

絵
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
し
た
。

浮
世
絵
の
特
色
の
一
つ
に
、
肉

筆
と
版
画
を
共
有
し
て
い
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
浮
世
絵
と
い

え
ば
版
画
と
い
う
よ
う
に
考
え
ら

れ
て
、
と
か
く
肉
筆
画
の
方
が
等

閑
に
付
さ
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま

す
が
、
浮
世
絵
に
あ
っ
て
は
、
肉

筆
画
が
そ
の
本
流
で
あ
る
と
考
え

る
べ
き
で
す
。
庶
民
の
生
活
を
描

く
こ
と
は
信
長
・
秀
吉
時
代
か
ら

初
ま
り
、
こ
れ
を
近
世
初
期
風
俗

画
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
肉

筆
画
の
系
統
を
ふ
ま
え
た
の
が
浮

世
絵
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
版

画
を
創
作
し
た
人
々
も
当
然
肉
筆

画
に
も
筆
を
と
り
、
優
秀
な
作
品

を
遺
し
、
自
ら
を
純
粋
を
日
本
画

口

桂
三
郎

(
持
株
繕
謹
書
)

の
流
れ
を
く
む
絵
師
と
す
る
自
負

を
持
ち
、
「
日
本
絵
師
」
「
「
大
和
絵

師
」
な
ど
の
肩
書
を
し
ろ
し
た
作

品
も
か
な
り
多
い
の
で
す
。

現
在
の
よ
う
に
版
画
を
や
や
も

す
れ
ば
、
肉
筆
よ
り
優
越
し
た
も

の
の
よ
う
に
考
え
が
ち
な
向
き
は

版
画
の
海
外
流
失
に
よ
る
、
西
欧

の
評
価
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る

の
で
あ
っ
て
、
国
内
で
は
明
治
中

期
頃
ま
で
は
、
浮
世
絵
と
い
え
ば

肉
筆
画
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

版
画
は
同
じ
作
品
が
多
く
、
一
度

に
制
作
さ
れ
ま
す
が
、
肉
筆
は
単

一
な
作
品
で
あ
る
た
め
、
そ
の
作

品
数
が
極
め
て
僅
少
で
、
版
画
と

比
べ
て
何
千
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
お
い
て
も
、
貴
重
な
も
の
と
い

ね
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
今
度
の
展

覧
は
こ
の
肉
筆
浮
世
絵
の
す
ぐ
れ

た
名
作
数
十
点
を
一
堂
に
陳
列
し

て
、
そ
の
高
い
芸
術
性
を
認
識
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
次
に

そ
の
中
の
幾
点
か
を
選
び
、
内
容

●

に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
真
崎
の
図
」
÷
西
行
図
」
な

ど
は
、
林
若
樹
旧
蔵
の
も
の
で
初

公
開
の
作
品
。
な
お
扇
面
画
の
蒐

集
で
は
、
旧
鴻
池
の
も
の
が
最
大

で
九
百
八
十
本
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

普
通
は
骨
を
取
っ
た
も
の
が
多
い

の
に
対
し
、
今
回
出
品
の
扇
面
は

骨
つ
け
の
ま
ま
で
あ
り
、
扇
面
画

と
し
て
は
貴
重
な
存
在
で
す
。
「
ま

い
か
の
図
」
も
同
様
骨
付
き
の
も

の
で
、
二
二
二
年
前
ス
イ
ス
か
ら

里
帰
り
し
た
作
品
。
「
肉
筆
画
帖
」

は
天
保
飢
饉
の
時
、
北
斎
が
描
い

た
も
の
。
飯
島
虚
心
著
「
葛
飾
北

斎
伝
」
に
登
場
す
る
作
品
で
、
数

年
前
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
よ
り
日
本
へ

帰
っ
て
き
ま
し
た
が
、
去
年
の
フ

ラ
ン
ス
で
の
北
斎
展
に
出
品
さ
れ

大
好
評
を
え
ま
し
た
。
日
本
で
は

初
め
て
の
公
開
。
∴
扇
子
書
く
美

人
」
は
栄
之
の
代
表
作
と
し
て
定

評
の
あ
る
傑
作
。
上
品
な
描
写
は

栄
之
独
自
の
も
の
。

以
上
数
々
の
初
公
開
、
所
在
不

明
の
幻
の
名
品
、
海
外
に
あ
っ
た

作
品
な
ど
な
ど
極
め
て
多
彩
に
と

み
、
保
存
の
よ
さ
も
加
え
て
、
近

年
に
な
い
豪
華
を
展
示
と
な
る
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
寛
水
か

ら
寛
文
(
今
か
ら
約
三
百
五
十
年

前
)
頃
の
作
品
か
ら
、
幕
末
に
至

る
各
流
派
の
作
品
が
大
体
理
解
出

来
る
よ
う
な
内
容
の
豊
富
さ
を
も

っ
て
い
ま
す
。

千
葉
県
は
浮
世
絵
師
と
の
関
係

は
大
で
、
浮
世
絵
の
筆
頭
に
立
つ

師
宣
の
出
身
地
で
、
英
泉
も
木
更

津
の
近
く
の
出
身
、
北
斎
は
下
総

葛
飾
郡
の
出
身
、
広
重
も
「
武
総

名
所
絵
日
記
」
が
県
内
で
発
見
、

広
重
自
身
し
ば
し
ば
訪
ず
れ
て
い

た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
千
葉
と

浮
世
絵
師
を
考
え
る
資
料
が
展
示

さ
れ
る
他
、
版
画
と
肉
筆
の
関
係

資
料
も
共
に
一
見
出
来
る
の
も
大

き
な
収
穫
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
大
き
な
名
作
の
絵
馬
が

数
点
種
展
示
さ
れ
る
こ
と
は
、
浮

世
絵
師
の
絵
馬
執
筆
の
内
容
を
知

る
上
で
前
例
が
な
く
、
こ
の
た
び

の
展
示
の
圧
巻
と
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
∵

今
回
は
千
葉
県
に
お
け
る
浮
世

絵
師
の
活
動
資
料
も
合
力
せ
展
示

す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
地
元
の
方

々
に
も
興
味
深
く
見
て
い
た
だ
け

る
と
確
信
す
る
次
第
で
、
こ
れ
に

ょ
っ
て
浮
世
絵
に
対
す
る
関
心
を

よ
り
深
く
持
た
れ
、
世
界
に
誇
る

日
本
の
芸
術
浮
世
絵
の
真
価
を
広

く
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

北雪面「美人と達磨」



房
総
の
美
術
家

シ
リ
ー
ズ

㈹

浅

井

真

展

7
月
2
 
3
日
㈱
̃
8
月
2
 
0
日
㈱

ーみる・かたる・つくる■

本
館
で
は
、
開
館
以
来
、
本
県

ゆ
か
り
の
美
術
家
を
調
査
研
究
し
、

そ
の
紹
介
と
顕
彰
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
、
「
房
総
の
美

術
家
シ
リ
ー
ズ
」

の
十
一
回
円
と

し
て
、
洋
画
に
優
れ
た
技
量
を
示

し
た
浅
井
真
に
焦
点
を
あ
て
ま
し

た
。彼

は
、
明
治
三
十
二
年
千
葉
吊

に
生
ま
れ
、
伯
父
、
浅
井
忠
に
よ

り
真
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
幼
・

少
年
時
代
を
弘
前
市
や
千
葉
串
で

送
り
、
干
葉
中
(
現
干
葉
高
)

で

学
び
ま
し
た
が
、
当
時
の
美
術
教

師
は
、
近
代
洋
画
の
発
展
に
巧
拙

の
あ
っ
た
堀
江
正
章
で
し
た
。

干
葉
中
を
卒
業
し
て
後
、
大
正

二
〇
年
、
太
平
洋
面
会
研
究
所
に

入
所
し
て
、
本
格
的
に
洋
画
を
撃

び
、
大
正
十
三
年
に
は
、
第
五
回

帝
展
に
初
入
選
し
ま
し
た
。
そ
れ

以
後
、
帝
展
、
文
展
、
日
展
に
秀

作
を
発
表
す
る
と
共
に
、
太
平
洋

面
会
会
員
と
し
て
も
活
躍
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
戦
後
ま
も
な
く
、

画
壇
と
の
交
流
を
断
ち
、
独
り
捕

き
続
け
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
五

年
、
惜
し
く
も
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

彼
の
モ
チ
ー
フ
を
大
き
く
分
け

る
と
、
花
、
林
、
岩
、
裸
婦
、
風

景
一
般
の
五
つ
に
な
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
ち
を
幾
年
も
飽
く
こ
と
な
く
、

繰
り
返
し
描
き
続
け
た
こ
と
に
、

こ
の
画
家
の
其
蟄
な
創
作
態
度
が

充
分
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。

本
展
覧
会
で
は
、
彼
の
残
し
た

作
品
を
出
来
る
だ
け
多
く
展
観
し
、

そ
の
軌
跡
を
広
く
県
民
に
紹
介
す

る
も
の
で
す
。
油
彩
作
品
を
中
心

に
、
一
〇
〇
余
席
の
展
示
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
作
品
は
、
「
ば
ら
」

「
ネ
ギ
坊
主
」
「
ベ
ゴ
ニ
ア
」

「
タ

ン
ポ
ポ
」

「
ポ
ピ
ー
」

「
牡
丹
」

「
シ
ク
ラ
メ
ン
」
。
花
菖
蒲
」
「
梅
」

「
梅
林
」

「
唐
松
林
」

「
水
辺
の

ポ
プ
ラ
」
。
林
」

「
新
緑
の
雑
木

林
」

「
夏
木
辛

「
晩
秋
」
。
秋

の
白
樺
林
」

「
佐
渡
の
若
し

「
葺

と
石
」

「
太
海
海
岸
」

「
五
月
の

海
」

「
房
州
波
太
」

「
裸
婦
A
」

「
裸
婦
B
」

「
裸
婦
C
」

「
井
之

頭
公
園
」

「
秋
の
山
」

「
早
春
」

「
夏
雲
」

「
伊
那
谷
の
秋
」
等
で

す
。

金
玉
三
信
田

津

回
顧
展
を
終
え
て

信田 洋「鈍重(花ひらく〉。

浅井 具「梅林」

本
展
覧
会
は
、
七
月
七
日
㈹
か

ら
十
九
日
㈲
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

金
工
芸
、
特
に
彫
金
作
品
の
繊
細

で
優
美
な
姿
に
、
観
覧
す
る
人
々

は
、
強
く
心
を
引
き
つ
け
ち
れ
、

ま
た
卓
越
し
た
技
術
に
魅
せ
ら
れ

た
よ
う
で
し
た
。

そ
の
作
者
で
あ
る
信
田
洋
氏
に

つ
い
て
、
今
一
度
、
こ
こ
で
振
り

返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
信

田
洋
氏
は
、
明
治
三
十
五
年
、
東

京
都
日
本
橋
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

大
正
十
一
年
、
東
京
美
術
学
校
(
現

芸
大
)
彫
金
科
へ
入
学
、
以
前
よ

り
教
え
を
受
け
て
い
た
北
原
子
鹿

の
も
と
に
創
作
活
動
に
従
い
、
金

工
研
究
団
体
「
工
人
社
」
な
ど
に

作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。
昭
和
初

期
よ
り
千
葉
市
稲
毛
に
在
住
し
、

昭
和
五
年
、
第
十
一
回
帝
展
に
初

入
選
、
以
後
、
主
に
、
帝
展
、
文

展
、
日
展
を
舞
台
に
力
作
を
発
表

し
続
け
、
創
造
性
に
富
む
独
自
の

美
の
世
界
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
昭
和
九
年
、
第
十
五
回

帝
展
に
特
選
受
賞
、
昭
和
二
十
六

年
、
二
十
五
年
度
第
二
回
芸
術
選

奨
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど

活
躍
し
、
ま
た
日
展
審
査
員
を
は

じ
め
、
評
議
員
、
参
与
等
を
歴
任
。

そ
の
他
の
金
工
団
体
に
も
参
加
し

て
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
本
県
で
は
、
千
葉

県
美
術
会
を
は
じ
め
、
干
葉
市
美

術
協
会
な
ど
で
長
年
、
重
責
を
荷

い
、
本
県
の
文
化
振
興
に
大
き
な

功
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
昭
和
四

十
六
年
、
県
教
育
功
労
者
、
昭
和

四
十
七
年
、
県
文
化
功
労
寿
の
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

四
十
七
年
に
は
、
勲
四
等
瑞
宝
章

に
叙
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
展
覧
会
は
、
氏
の
こ
れ

ま
で
の
軌
跡
を
回
顧
す
る
た
め
、

日
展
出
品
作
品
を
は
じ
め
と
す
る

昭
和
初
期
か
ら
現
在
ま
で
の
作
品

五
十
七
点
を
展
示
し
ま
し
た
。
そ

の
作
品
は
次
の
通
り
で
し
た
。

「
銅
花
瓶
(
馬
)
」
「
蘭
鉦
香
炉
」

「
蒸
発
用
湯
沸
瓶
」

「
白
銅
組
込

花
器
」

「
彫
金
水
差
瓶
」

「
小
紋

象
摸
索
鋼
花
瓶
」

「
黒
味
銅
胡
蝶

の
鉢
」

「
黄
銅
燭
台
」

「
鶉
文
鎮

瓶
」

「
透
鍍
水
瓶
」

「
烏
花
文
銀

酒
瓶
(
土
筆
文
洋
酒
盃
付
)
」
「
芙

蓉
置
物
」
「
象
族
鉄
角
盆
(
鵜
飼
)
」

「
象
扶
小
紋
花
瓶
」

「
押
出
堕
懸

(
冠
)
」
「
銀
の
瓶
」

「
黄
銅
花
い

ら
ず
」

「
盤
」

「
花
器
(
伸
び
ゆ

く
湾
)
」
「
装
瓶
(
楼
)
」
「
黒
孔
雀

の
瓶
」
「
透
壷
」
「
装
瓶
(
黒
艦
)
」

「
銀
壷
(
花
ひ
ら
く
)
」
「
彫
金
額

(
き
つ
ね
)
」
「
ひ
さ
古
瓶
」
.
。
紙

面
」

「
九
曜
盤
」

「
鋼
瓶
(
六
文

銭
)
」
「
常
襲
瓶
」
「
立
姿
瓶
」
「
麦

秋
瓶
」

「
布
目
象
摸
銀
瓶
」

「
銀

壷
(
五
月
暗
)
」
「
一
輪
生
(
端

午
)
」

「
飛
鳥
瓶
」

「
黄
銅
鍋
田

へ
模
擬
)
」
「
飛
鳥
銀
毒
し

「
銀
的

皿
(
花
菖
蒲
)
」
「
幽
黒
瓶
」

「
赤

銅
張
中
富
」

「
赤
銅
壷
(
作
晶
七

十
三
番
)
」
「
赤
銅
香
炉
」
。
銀
瓶

(
ス
ク
ラ
ム
)
」
。
蘭
鉦
炉
」
。
赤

銅
香
炉
」

「
乳
装
銀
瓶
」

「
棚
首

銅
瓶
」
。
銀
紙
(
マ
ー
キ
ュ
リ
⊥
」

銀
香
炉
」
。
金
彩
毒
し

「
水
指

(
蘭
鉦
)
」
「
銀
村
立
」
。
銀
蓋
離
し

「
ひ
さ
古
紙
」
。
名
刺
盆
」

「
金

冠
銅
瓶
」

ー
3
-
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1

購

入

板
倉

鼎

「
静
物
」
一
九
二
七
年

「
金
魚
」
一
九
二
八
年

昨
年
の
一
月
、
《
房
総
の
美
術

家
シ
リ
ー
ズ
)
と
し
て
と
り
あ
げ

紹
介
し
た
「
板
倉
掘
」
鹿
を
御
覧

い
た
だ
い
た
方
も
多
い
と
思
う
が
、

こ
の
二
鳥
は
、
そ
の
時
に
は
出
品

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
板
倉
鵬
は

一
九
〇
一
生
松
戸
串
に
生
ま
れ
、

千
葉
中
を
卒
業
後
、
東
京
美
術
学

校
に
進
ん
だ
。
一
九
二
六
年
、
大

人
と
共
に
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
。
独

自
の
両
鳳
を
追
求
し
て
努
力
を
遜

ね
た
が
、
一
九
二
九
年
九
月
、
帰

国
を
目
前
に
し
て
、
急
病
の
た
め

板倉 鼎 「静物」

二
八
歳
の
若
さ
で
パ
リ
の
地
に
客

死
し
た
。

こ
れ
、
と
一
つ
の
作
品
は
、
い
ず

れ
も
パ
リ
に
於
け
る
間
作
で
あ
り

鼎
の
両
側
が
よ
う
や
く
独
自
の
ス

タ
イ
ル
を
持
ち
出
し
た
作
品
で
あ

る
。
一
九
二
七
年
七
月
八
日
付
け

の
父
母
へ
の
手
紙
に
、
在
パ
リ
一

年
を
迎
え
る
心
境
を
述
べ
て
い
る
。

(
鞘
通
は
、
前
年
の
七
月
三
一
日

に
パ
リ
に
到
着
し
て
い
る
。
一
二
年

を
振
返
っ
て
自
分
の
仕
事
が
、
あ

ま
り
は
か
ど
っ
て
い
な
い
こ
と
を

は
か
ゆ
く
思
い
な
が
ら
も
、
当
初

の
計
画
、
即
ち
、
自
分
の
持
っ
て

い
た
型
を
打
ち
こ
わ
す
努
力
が
、

実
を
結
び
つ
つ
あ
る
こ
と
を
喜
ん

で
い
る
。
「
(
略
)
今
度
同
じ
も
の

を
二
皮
つ
づ
け
て
か
き
ま
し
た
。

碑
物
に
お
い
て
少
く
と
も
臼
分
で

は
晋
の
自
分
の
聖
を
見
出
す
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。
今
は
た
だ
そ
れ

だ
け
で
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
明
日

の
日
へ
の
真
夜
中
に
立
っ
た
ね
け

で
す
。
第
二
年
目
は
新
し
い
も
の

の
発
見
に
全
力
を
注
ぐ
つ
も
り
で

お
り
ま
す
。
(
略
)
」
そ
し
て
豊
田

の
背
き
足
し
に

「
巳
里
に
来
て
は

じ
め
て
、
今
度
の
絵
に
名
前
を
蕾

き
入
れ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
」
と

書
い
て
い
る
。
美
校
時
代
、
欄
間

●

乱怜鼎舶

談
話
コ
ー
ナ
ー

出

二
郎
助
譲
り
の
温
雅
な
写
生
画

に
力
量
を
発
揮
、
在
半
中
か
ら
帝

展
に
入
選
し
て
い
た
鼎
の
、
フ
ラ

ン
ス
に
於
け
る
勉
強
は
、
そ
の
自

分
の
古
い
型
を
こ
ね
し
、
画
面
の

構
図
に
重
点
を
置
い
た
、
近
代
的

装
飾
性
を
目
指
す
こ
と
に
あ
っ
た

と
考
、
え
ち
れ
る
。

ま
た
、
一
九
二
七
年
一
一
月
一

六
口
付
の
妻
須
美
子
の
手
紙
に
は

次
の
様
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
華
か
れ

て
い
る
。
「
昨
日
か
ら
鼎
さ
ん
金

魚
の
静
物
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

繭
か
ら
金
魚
が
描
き
た
い
と
申
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
売
っ
て
い
る

席
が
み
つ
か
り
ま
せ
ん
の
で
断
念

致
し
て
居
り
ま
し
た
処
、
セ
ー
ヌ

河
樟
に
や
っ
と
み
つ
け
て
買
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
多
分
日
本
か
ち

来
た
の
で
し
ょ
う
。
二
人
き
り
の

と
こ
ろ
へ
金
魚
が
た
っ
た
五
匹
ば

か
り
ふ
え
ま
し
た
の
で
す
け
れ
ど
、

大
分
淋
し
さ
が
う
す
ら
ざ
ま
す
。
」

県
立
美
術
館
を
訪
れ

て
の
感
想

萩
原
美
登
里
(
習
志
野
市
)

外
観
は
近
代
的
で
、
ま
吏
茶

系
統
で
統
一
し
て
あ
り
、
重
厚

で
落
ち
蕃
い
た
感
を
受
け
る
。

室
内
は
整
然
と
し
、
自
然
に
姿

勢
を
正
し
た
く
な
る
静
か
さ
を

持
つ
美
術
館
で
あ
る
。

大
小
何
室
に
も
分
か
れ
、
同

時
に
種
々
の
展
覧
会
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
は
、
主
催
す
る
側

に
は
規
模
に
あ
っ
た
室
が
選
べ

る
と
い
う
点
で
、
目
的
を
持
っ

た
も
の
な
ら
小
展
覧
会
で
も
受

け
入
れ
て
も
ら
え
そ
う
だ
し
、

見
学
に
来
た
側
に
と
っ
て
は
一

度
に
い
ろ
ん
な
傾
向
の
作
品
が

鑑
賞
で
き
て
あ
り
が
た
い
。

あ
る
会
の
何
百
号
も
あ
り
そ

う
な
作
品
の
展
覧
会
を
見
学
し

た
時
、
「
他
県
で
は
一
二
一
ヶ
所

し
か
展
示
で
き
な
い
が
、
こ
こ
は

天
井
が
高
い
の
で
飾
る
こ
と
が

で
き
る
。
」
と
い
っ
た
話
を
聞
き

さ
す
が
近
代
美
術
館
と
思
っ
た

し
、
収
蔵
作
品
に
お
い
て
も
名

画
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
美
術
館

の
力
の
入
れ
方
、
ご
努
力
が
よ

く
わ
か
っ
た
次
第
で
す
。

ま
た
展
覧
会
場
と
は
別
に
県

民
ア
ト
リ
エ
の
方
で
は
県
民
の

芸
術
性
を
高
め
る
た
め
に
多
く

の
講
座
が
設
け
ら
れ
、
気
軽
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
そ
う
で
、

こ
の
こ
と
は
素
暗
し
い
考
案
だ

と
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

私
自
身
、
こ
う
い
っ
た
講
座

・
嬢
覧
会
に
参
加
し
た
い
し
、

ま
た
教
師
と
し
て
児
轟
に
役
立

ち
そ
う
な
展
覧
会
は
見
字
を
奨

励
し
、
ぜ
ひ
鑑
賞
指
導
に
も
連

れ
て
釆
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆

◆

◆

最
近
館
に
寄
せ
ら
れ
た
こ
意

見
を
紹
介
し
ま
す
。

●
違
い
地
域
で
も
美
術
作
品
を

鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
移
動
美
術

館
等
の
回
数
を
増
し
て
ほ
し
い
。

●
企
画
展
な
ど
も
う
少
し
柔
軟

性
の
あ
る
も
の
を
企
画
し
て
も

ら
い
た
い
。
「
絵
本
展
」
と
い

う
よ
う
な
も
の
を
。

●
実
物
を
見
る
こ
と
に
意
識
が

あ
る
と
思
う
が
、
館
の
収
蔵
品

な
ど
を
学
校
に
貸
出
し
し
て
ほ

し
い
。

●
当
館
は
ゆ
っ
た
り
と
見
ら
れ

る
と
こ
ろ
が
良
い
と
思
う
。

●
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
作
家
や
作

品
の
解
説
を
つ
く
る
べ
き
だ
。
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「
仏
を
彫
り
な
が
ら
、
ひ
た

す
ら
仏
を
求
め
て
い
く
と
、
そ

こ
か
ら
感
じ
ら
れ
る
も
の
は
、

大
自
然
の
愛
で
あ
り
猶
々
と
流

れ
る
大
河
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
あ
る
。
」

こ
れ
は
長
谷
川
昂
氏
の
著
書

「
仏
を
彫
る
心
」
の
一
節
で
あ
る
。

氏
は
明
治
四
十
二
年
、
千
葉

県
鴨
川
市
の
生
ま
れ
、
長
狭
中

学
(
高
校
)
の
卒
業
生
で
あ
る
。

若
い
頃
よ
り
武
者
小
路
実
篤
の

新
し
さ
村
に
共
鳴
し
農
事
の
傍

ら
、
絵
画
・
彫
刻
・
文
学
等
の

分
野
に
独
力
で
挑
戦
し
青
年
文

芸
誌
に
寄
稿
し
た
。

昭
和
六
年
、
彫
刻
家
を
志
し

て
上
京
、
日
本
彫
刻
会
に
入
会

し
、
佐
々
木
大
樹
、
内
藤
伸
に

師
事
し
制
作
に
励
む
。

昭
和
十
一
年
、
二
十
六
歳
の

と
き
に
「
は
か
げ
」
が
文
部
省
美

術
展
に
初
入
選
し
注
目
を
浴
び

た
。
以
後
、
文
展
特
選
、
無
鑑

査
を
経
て
日
展
審
査
員
と
し
て

活
躍
、
昭
和
三
十
八
年
に
国
際

美
術
展
で
「
浄
池
」
と
題
す
る
作

品
で
彫
刻
最
高
賞
を
受
賞
し
た
。

氏
は
得
意
と
す
る
銘
彫
り
の

手
法
に
よ
っ
て
素
材
に
偏
れ
る

自
然
の
美
を
生
か
し
、
素
朴
で

柔
和
な
作
品
を
数
多
く
生
み
出

し
て
い
る
。

本
館
の
ア
ト
リ
エ
入
口
に
置

か
れ
て
い
る
「
安
息
」
と
題
す
る

木
彫
を
じ
っ
と
み
つ
め
て
い
る

と
「
私
は
木
を
彫
る
/
木
は
彫

ら
れ
な
が
ら
私
に
語
る
/
木
は

素
材
の
位
置
か
ち
立
直
っ
て
/

さ
び
し
く
私
に
迫
る
」
「
や
す
ら

ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
大
自

然
で
あ
り
、
大
自
然
を
愛
し
て

自
分
自
ち
大
自
然
と
な
る
こ
と

が
仏
を
彫
る
心
で
あ
る
。
」
と
い

う
氏
の
言
葉
が
作
品
か
ら
伝
ね

っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

五
十
六
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の

あ
る
東
京
湾
観
音
と
体
内
仏
は

昭
和
三
十
六
年
に
完
成
し
た
も

の
で
東
京
湾
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

っ
て
い
る
。
昭
和
五
十
二
年
に

は
本
県
の
芸
術
文
化
に
尽
く
さ

れ
た
功
績
に
対
し
千
葉
県
教
育

功
労
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

(
安
増

順
)

本
年
度
の
実
技
講
塵
の
う
ち
、

デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座
二
期
)
と

彫
塑
入
門
講
座
(
」
期
)
が
終
了

し
ま
し
た
。

デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座
は
講
師
の

戸
田
健
夫
先
生
の
ご
指
導
に
よ
っ

て
二
日
間
熱
心
に
行
ね
れ
ま
し
た
。

特
に
今
回
は
、
木
炭
に
よ
る
石

膏
デ
ッ
サ
ン
で
は
な
く
、
人
物
(
着

衣
)
を
鉛
筆
で
素
描
し
て
い
く
学

習
で
、
こ
れ
ま
で
の
デ
ッ
サ
ン
講

座
と
は
違
っ
た
講
座
で
し
た
。

彫
塑
入
門
誌
座
は
、
講
師
の
青

木
三
四
郎
先
生
の
ご
指
導
の
も
と

に
、
六
日
間
首
像
の
制
作
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

今
回
は
昨
年
よ
り
講
座
期
間
を

一
日
短
縮
し
た
に
も
か
か
お
ら
ず

石
膏
取
り
だ
け
で
な
く
、
台
座
のデッサン入門講座

作
。
方
れ
習
し
、
竃
の

方
々
か
ら
ご
好
評
を
得
ま
し
た
。

最
後
に
合
評
会
を
し
て
全
日
程

を
終
了
し
ま
し
た
。

看
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
県
外
研
修

六
月
十
日
、
十
名
の
解
説
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
、
東
京
の
ブ

リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
、
山
稜
美
術

館
を
訪
れ
、
大
森
、
川
口
両
先
生

の
解
説
に
耳
を
傾
け
た
。

そ
の
後
、
円
卓
を
囲
み
解
説
の

ポ
イ
ン
ト
や
留
意
点
、
さ
ら
に
苦

労
話
な
ど
も
お
聞
き
し
、
有
意
義

な
一
日
を
過
ご
し
た
。

獲
県
立
博
物
館
・
美
術
館
利
用
促

進
の
た
め
の
協
力
校
と
し
て
、
本

年
度
は
千
葉
市
立
新
宿
中
学
校

(
片
平
市
朗
校
長
)
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
研
究
主
題
は
「
意
欲
的
な

ク
ラ
ブ
活
動
等
を
展
開
す
る
た
め

の
効
果
的
な
美
術
館
利
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
と
し
、
本
館
の
特

別
展
、
企
画
展
、
そ
の
他
の
見
学

と
「
県
民
ア
ト
リ
エ
」
の
利
用
が

計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

喜
本
号
三
ペ
ー
ジ
で
お
伝
え
し
た

金
工
芸
信
田
洋
回
顧
展
は
好
評
の

ぅ
ち
に
終
了
し
ま
し
た
が
、
こ
の

回
顧
展
に
先
だ
ち
、
信
田
氏
よ
り

次
の
十
四
点
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ご
厚
意
に
あ
つ
く
感
謝
い
た
し
ま

す
。“

黄
銅
花
い
ち
ず
」
。
装
瓶
(
楼
)
」

「
黒
孔
雀
の
瓶
」
「
透
壷
」
「
銀
壷
(
花

ひ
ら
く
」
」
「
常
襲
瓶
」
「
立
姿
瓶
」

「
赤
銅
張
小
嘗
」
「
赤
銅
壷
」
「
銀
紙

(
ス
ク
ラ
ム
)
」

「
乳
装
銀
紙
」

「
銀
瓶
(
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
)
」
「
金

彩
壷
」
「
金
冠
鋼
瓶
」

■
昭
和
五
十
六
年
度
事
業
案
内

(
七
月
l
二
月
)
が
こ
の
ほ
ど
発
行

さ
れ
ま
し
た
。
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
か

く
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
コ
ン
パ
ク
ト

な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
が
、
展
覧

会
案
内
、
開
館
時
間
等
の
利
用
案

内
、
さ
ら
に
パ
ス
時
刻
表
つ
き
の
交

通
案
内
ま
で
も
載
せ
て
あ
り
ま
す
。

美
術
館
受
付
で
配
布
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

S
金
工
芸
信
田
洋
回
顧
展
の
図
録

の
残
部
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
美
術
館
学
芸
課
ま
で
お
問
い

合
力
せ
願
い
ま
す
。

■
友
の
会
で
は
十
月
初
句
に
一
泊

二
日
の
楽
し
い
パ
ス
旅
行
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
会
報
「
し

お
さ
い
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

-
5
-



みる・かたる・つくる

◎
第
5
回
美
術
館
夏
季
大
学

本
館
で
は
"
み
る
・
か
た
る

・
つ
く
る
〃
普
及
事
業
の
一
環

と
し
て
、
本
年
も
「
美
術
館
夏

季
大
学
」
を
開
設
し
ま
す
。

今
回
は
、
昨
年
の
明
治
・
大

正
期
の
洋
画
史
を
さ
ら
に
掘
り

下
げ
る
と
共
に
、
日
本
画
に
つ

い
て
も
焦
点
を
あ
て
て
開
話
し

ま
す
の
で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

「
主
催

千
葉
県
立
美
術
館

二
、
共
催

千
葉
県
立
美
術
館

友
の
会

三
、
期
日

昭
和
5
6
牛
7
月
3
 
1

日
㈲
8
月
1
日
出

四
、
時
間

午
前
9
時
半
-
午

後
3
時
半

五
、
場
所

「
県
民
ア
ト
リ
エ
」

講
堂

六
、
受
講
料

無
料

七
、
内
容
(
予
定
)

7
月
3
1
日

●
浅
井
忠
と
京
都
洋
画
壇

講
師

高
橋
在
久
(
本
館

館
長
)

●
日
本
画
の
流
れ
工
(
仮
)

講
師

細
野
正
信
(
東
京

国
立
博
物
館
主
任

研
究
官
)

8
月
l
日

●
黒
田
清
輝
と
白
馬
会
の
人
々

講
師

陰
里
餓
郎
(
東
京

国
立
文
化
財
研
究

所
主
任
研
究
官
)

●
日
本
画
の
流
れ
I
(
仮
)

詰
師
一
日
中
穣
(
美
術
評

-
論
家
)

八
、
募
集
人
員

二
百
名
(
応

募
者
多
数
の
場
合
抽
選
)

九
、
応
募
方
法

㈲

往
堰
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記

し
て
美
術
館
研
修
斑
宛
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

㈲

来
館
の
際
直
接
申
し
込

み
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。

お
知
ら
せ

◎
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座
(
二
期
)

●
期
日

8
月
2
5
・
2
6
日

●
諮
師

羽
生
智
樹

●
定
員

0
0
名

●
申
込
締
切

8
月
廿
日
㈲

◎
て
ん
刻
入
門
講
座
(
一
一
期
)

●
8
月
2
9
日
・
0
0
日

●
講
師

霊
園
鴻
甫

●
定
員
∴
0
0
名

●
申
込
締
切

8
月
4
日
的

◎
第
2
回
「
美
術
を
縁
る
会
」

一
、
日
時

8
月
8
日
出

午
後
2
時
̃
3
時
半

二
:
主
題
「
浅
井
真
の
芸
術
」
㈲

三
、
講
師
(
話
題
提
供
者
)

●
兼
巻
通
高
氏

(
シ
ニ
ア
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
)

●
他
関
係
者
一
一
名

◎
団
体
展
(
了
月
̃
9
月
)

●
第
1
回
日
本
国
際
美
術
家
協

会
展1

・
2
8
̃
8
・
2

●
龍
峡
書
道
会
千
葉
県
人
展

8
・
4
̃
8
,
9

●
千
葉
県
写
真
家
協
会
展

●
第
1
回
千
葉
サ
ン
ケ
イ
現
代

洋
画
展

8
・
n
̃
8
・
1
6

●
千
葉
市
教
職
員
美
術
展

8
・
1
8
̃
8
・
0
0

●
第
u
回
い
て
ふ
会
彫
刻
展

8
・
1
8
̃
8
・
約

●
子
供
と
教
師
の
作
品
展

8
・
2
5
̃
8
・
0
0

●
第
1
0
回
写
真
千
葉
県
展

8
・
2
5
̃
9
・
6

●
詩
経
書
道
会
小
中
学
都
子
築

地
区
展

9
・
l
・
I
-
9
・
6

●
第
8
国
文
化
書
道
千
葉
県
連

合
会
公
募
展
覧
会

9
・
l
̃
9
・
6

6
5

2 月2725 22 1611 9 月‾
‾

館

京
都
市
美
術
館
、
浅
井
忠

の
作
品
を
借
用

サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
一
名

鹿
児
島
市
教
育
委
員
会
次

長宮
城
県
美
術
館
開
設
準
備

室
三
名

木
村
賢
太
郎
氏

市
原
市
管
財
課
四
名

太
田
美
術
館
永
田
氏
他
二

名天
津
小
湊
町
教
育
委
員
会

県
下
高
等
学
校
教
諭
百
五

十
名

5

9 8 月

抄

高
等
学
校
書
道
部
会

洋
画
入
門
講
座

1
 
2

彫
塑
入
門
講
座
(
諸
姉
青

.
木
三
四
郎
氏
)

1
 
5

デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座

2
8

日
本
教
育
大
学
協
会
第
二

部
会
書
道
部
門
会
並
び
に

全
国
大
学
書
道
学
会

6

23184 3 月

9

日
動
画
廊

1
 
0

新
潟
市
長
他
一
名

28 24

解
説
員
研
修
会

陶
芸
入
門
諮
座

定
期
監
査

県
博
物
館
協
会
役
員
会

総
会

解
説
員
研
修
会

友
の
会
美
術
鑑
賞
の
旅

(
房
総
方
面
)

6

職
員
異
動

昭
和
五
十
六
年
六
月
十
六
日
付

で
次
の
職
員
が
異
動
し
ま
し
た
。

漢
転
出
者

高
梨
義
男
(
教
育
庁
福
利
謀
へ
)

○
転
入
者

内
山
昭
氏
(
教
育
庁
文
化
課
か
ら
)

転
出
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と

も
に
、
新
任
者
の
今
後
の
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。●

㊨
浅井 忠自作即

(原寸)


